




⾷品群別⾷品数
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品⽬例⾷品群
（⾷品数）

ハム、ベーコン、ソーセージ、その他加⼯
⾁類など

畜産加⼯品
（16）

⽜乳（加⼯乳含む）、乳飲料、はっ酵乳、
バター、チーズ、スキムミルク、その他乳
⾷品など

乳⾷品
（43）

ちくわ、はんぺん、その他練⾷品、⿂⾁
ソーセージ、⽔産⽸詰、わかめ、その他海
藻類、佃煮、その他加⼯⽔産、⽔産加⼯品、
⽔産珍味など

⽔産加⼯品
（44）

漬物、野菜⽸詰、果実・デザート⽸詰、冷
凍農産素材、農産加⼯品、⾖類、その他農
産乾物、農産珍味など

農産加⼯品
（61）

⾖腐、油揚げ、納⾖、⾖乳、きな粉など⼤⾖加⼯品
（17）

⼩⻨粉、天ぷら粉、⽶粉、⽚栗粉、その他
粉類、インスタント袋麺、カップ麺、⽣
麺・ゆで麺、その他麺類、スパゲティ、マ
カロニ、⾷パン、菓⼦パン、調理パン、パ
ン粉、シリアル類、その他穀物など

製穀粉・
同加⼯品
（74）

マーガリン・ファットスプレッド類、サラ
ダ油・天ぷら油、ゴマ油、オリーブ油、そ
の他⾷⽤油など

⾷⽤油・
同加⼯品
（９）

品⽬例⾷品群
（⾷品数）

砂糖、みそ、しょうゆ、ソース、マヨネー
ズ、ドレッシング、⾷塩、⾹⾟料、⾷酢、
みりん⾵調味料、つゆ、液体だし、焼き⾁
のたれ、中華調味料、その他調味料など

調味料
（68）

炭酸フレーバー、果汁１００％飲料、紅茶
ドリンク、⽇本茶・⻨茶ドリンク、その他
茶ドリンク、コーヒードリンク、その他清
涼飲料、ビネガードリンク、スポーツドリ
ンク、野菜ジュース、その他果実飲料、イ
ンスタントコーヒー、ココア、紅茶、⽇本
茶、その他の茶類、その他嗜好飲料など

飲料
（77）

チョコレート、ビスケット・クッキー、⽶
菓、キャンディ・キャラメル、チューイン
ガム、スナック、⾖菓⼦、⽣菓⼦、半⽣菓
⼦、焼菓⼦・油菓⼦、その他菓⼦類、デ
ザート類など

菓⼦
（127）

冷凍ピザ・グラタン類、冷凍麺、冷凍⽶飯
加⼯品、その他冷凍⾷品、インスタントカ
レー、中華料理の素、まぜ御飯の素、ふり
かけ、お茶漬けの素、その他調理品、イン
スタントスープ、インスタント味噌汁・吸
物、その他スープ、その他惣菜など

調理⾷品
（209）

※消費者庁「平成30年度市販⾷品における栄養成分表⽰及び栄養機能⾷品の表⽰に関する実態調査報告書」を参考に集計。

※（ ）内の値は⾷品数を⽰す。
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 任意表⽰事項である栄養成分の量を表⽰している⾷品は、全体の32.8％（244
⾷品/745⾷品）であった。
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全体（244/745）

畜産加⼯品（2/16）

乳製品（35/43）

⽔産加⼯品（13/44）

農産加⼯品（24/61）

⼤⾖加⼯品（14/17）

製穀粉・同加⼯品（26/74）

⾷⽤油・同加⼯品（4/9）

調味料（11/68）

飲料（38/77）

菓⼦（33/127）

調理⾷品（44/209）
※（ ）内の値は⾷品数を⽰す。

任意表⽰事項の取組状況①
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 任意表⽰事項である栄養成分のうち、糖質の量を表⽰している⾷品が19.6％
（146⾷品/745⾷品）と最も多く、次いでカルシウムが12.2％（91⾷品/745
⾷品）であった。
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糖質（146/745）
カルシウム（91/745）

カリウム（41/745）
鉄（27/745）

糖類（22/745）
ビタミンB₂（19/745）
ビタミンB₁（15/745）

マグネシウム（14/745）
ナイアシン（13/745）
ビタミンE（13/745）

コレステロール（12/745）
ビタミンB₆（11/745）
ビタミンD（11/745）
ビタミンC（10/745）
ビタミンB₁₂（9/745）

葉酸（9/745）
リン（8/745）

ナトリウム（7/745）
亜鉛（6/745）

パントテン酸（5/745）
ビタミンA（4/745）

銅（2/745）
ビタミンK（2/745）

n-3系脂肪酸（1/745）
n-6系脂肪酸（1/745）

※（ ）内の値は⾷品数を⽰す。

任意表⽰事項の取組状況②
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 栄養強調表⽰している⾷品は、全体の11.9％（89⾷品/745⾷品）であった。

11.9 

12.5 

32.6 

13.6 

18.0 
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全体（89/745）

畜産加⼯品（2/16）

乳製品（14/43）

⽔産加⼯品（6/44）

農産加⼯品（11/61）

⼤⾖加⼯品（4/17）

製穀粉・同加⼯品（8/74）

⾷⽤油・同加⼯品（2/9）

調味料（7/68）

飲料（19/77）

菓⼦（9/127）

調理⾷品（7/209） ※（ ）内の値は⾷品数を⽰す。

栄養強調表⽰がされている⾷品の状況①
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 栄養強調表⽰している⾷品については、ナトリウムを強調表⽰する⾷品が
3.4％（25⾷品/745⾷品）で最も多く、次いで糖類及びカルシウムが2.1％
（16⾷品/745⾷品）であった。

※（ ）内の値は⾷品数を⽰す。
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ナトリウム（25/745）
カルシウム（16/745）

糖類（16/745）
⾷物繊維（14/745）

たんぱく質（13/745）
熱量（12/745）

脂質（9/745）
鉄（7/745）

ビタミンD（5/745）
コレステロール（2/745）

ビタミンC（2/745）
ビタミンE（1/745）

カリウム（1/745）
葉酸（1/745）

マグネシウム（1/745）
ビタミンB₁₂（1/745）
ビタミンB₆（1/745）

栄養強調表⽰がされている⾷品の状況②
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 義務表⽰事項である栄養成分等を容器包装の前⾯に表⽰している⾷品につい
ては、熱量のみを表⽰する⾷品が9.1％（68⾷品/745⾷品）と最も多く、次い
で熱量及び⾷塩相当量が3.2％（24⾷品/745⾷品）であった。

※（ ）内の値は⾷品数を⽰す。
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熱量（68/745）

熱量，⾷塩相当量（24/745）

たんぱく質（11/745）

⾷塩相当量（5/745）

たんぱく質，脂質（4/745）

熱量，たんぱく質，脂質，炭⽔化物，⾷塩相当量（2/745）

熱量，たんぱく質（2/745）

脂質（1/745）

栄養成分等を容器包装の前⾯に表⽰している⾷品の状況








